




 

モニタリングに際しては多数例の染色体分析を行う必要があり,全例に手のかかる特殊な

分染法を行うことは不可能である。まず Qまたは Gバンドで一通りの分析を行い,必要に応

じてさらに精密な分析を行うのが,合理的な進め方であろう。高精度分染法や SCEの検出そ

の他,最近の分染法には培養中の薬品処理を必要とするものが増えているので,固定済みの

細胞の保存などによっては,このような状況に対応することはできない。また初回の培養が

不成功に終る場合もある。そこで中込らは昨年までに,検体(静脈血)の一部を簡単な操作に

より凍結し,必要に応じて解凍し培養する方法を開発したが,本年は操作をさらに単純化,

実際の症例への応用も行い,極めて良好な結果が得られることを確認した。また凍結材料か

らのリンパ球長期培養株の樹立も試み,2 例で何れも成功した。 


